
お知らせ

 
 

 
 催

し

國
橋
ま
つ
り
大
神
楽

高
梁
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
長
杯

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

令
和
８
年
度　

笠
岡
市
・

井
原
市
・
高
梁
市
・
浅
口
市

職
員
採
用
合
同
説
明
会

　
備
中
神
楽
を
創
作

し
た
西
林
國
橋
を
顕

彰
す
る
「
國
橋
ま
つ

り
大
神
楽
」
を
開
催

し
ま
す
。
迫
力
あ
る

日
時　
４
月
19
日（
日
）
午
前
９
時
～

場
所　

神
原
ス
ポ
ー
ツ
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト

対
象　
高
梁
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
員
ま

た
は
高
梁
市
・
新
見
市
に
在
住
・
在
勤
・

在
学
（
小
中
学
生
は
除
く
）

部
門　
性
別
・
年
齢
に
よ
る
５
部
門

参
加
費　
１
ペ
ア
１
０
０
０
円

申
し
込
み　
４
月
９
日（
木
）
ま
で
に

高
梁
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
へ

問�

高
梁
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会　

川か
わ
に
し西
基も
と

隆た
か

さ
ん�

☎
０
９
０

―

２
２
９
１

―

１
６
８
７

　

各
自
治
体
が
個
別
会
場
で
先
輩
職

員
・
採
用
担
当
者
と
気
軽
に
話
せ
る
フ

リ
ー
ト
ー
ク
を
計
４
回
実
施
し
ま
す
。

日
時　
4
月
26
日（
日
）
午
後
０
時
30

分
～
４
時
35
分
（
受
付
は
正
午
か
ら
）

場
所　
サ
ン
ピ
ー
チ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ

３
階

問�

総
務
課�
☎
21

―

０
２
０
５

　
２
月
22
日
（
日
）、「
２
０

２
６
そ
う
じ
ゃ
吉
備
路
マ
ラ

ソ
ン
」
の
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

に
出
場
し
ま
し
た
。
出
場
者

１
万
３
３
６
９
人
が
集
ま
っ

た
開
会
式
を
盛
り
上
げ
た
の

は
、
片
岡
聡
一
総
社
市
長
と

青
山
学
院
大
学
の
箱
根
駅
伝

３
連
覇
に
大
き
く
貢
献
し
た

黒く
ろ
だ田
朝あ

さ
ひ日
選
手
で
し
た
。
テ

レ
ビ
で
見
た
感
じ
よ
り
は
小

３月１日時点
隊員数８名 問問協働定住課　☎21－0282協働定住課　☎21－0282

　皆さん、こんにちは。令和８年３月末をもちまして、地域おこし協力隊を卒業する
こととなりました、渡邉香織です。３年前、コロナ禍が落ち着きを見せ始めたころ、
私は「地元である高梁に帰って仕事がしたい」という想いでＵターンを決意しました。
　私のミッションは、市内高校の魅力発信や、全国募集で入学した生徒の生活サポー
ト、そして地域と学校をつなぐ調整役（探究活動のサポート）でした。着任当初、正
直なところ、久しぶりに戻った地元で「今の高校生たちとうまく関わっていけるだろ
うか」という不安もありました。しかし、学校の中に入り、純粋で熱意あふれる生徒たちと過ごす毎日は驚き

の連続で、今では彼らとの活動が何よりの楽しみとなっています。
　また、地元出身ではありますが、活動を通して「自分の知らない高梁」
がまだまだたくさんあることに気づかされました。市内各地へ高校生と「探
究活動」に赴く中で、これまで縁のなかった地域の皆さんと出会い、生徒
ともども温かく迎え入れていただいたことは、私にとって何よりの喜びで
した。外から来た若者や私たち協力隊員を「よう頑張っとるな」と支えて
くださる姿に、改めてこのまちの懐の深さを実感しました。

　現在、高梁城南高校では全国から意欲ある生徒を募集しており、多
くの若者がこのまちに集まっています。彼らが安心して「第二の故郷」
と思えるよう、生活面で寄り添い、伴走できたことは、私自身の大き
な誇りです。
　協力隊という立場からは卒業しますが、４月からも引き続き高梁に
残り、大好きなこのまちの学校教育をサポートしていく予定です。３
年間、支えてくださったすべての皆様に心から感謝申し上げます。本
当にありがとうございました。またどこかで見かけた際には、ぜひ気
軽にお声がけください。

　高梁市地域おこし協力隊では、隊員自らが活動内容をまとめた「地域おこし協力隊だより」
を定期的に発行しています。普段、協力隊員がどのような活動をしているのか確認できます
ので、ぜひご覧ください！

地域おこし協力隊だより

〔広告〕広告の内容については広告主へお問い合わせください

卒業卒業のご挨拶のご挨拶地域おこし協力隊地域おこし協力隊
令
和
９
年
歌
会
始

　
宮
内
庁
は
、
令
和
９
年
歌う
た
会か
い
始は
じ
め

で
詠え
い

進し
ん
す
る
短
歌
を
募
集
し
ま
す
。
お
題
お

よ
び
詠
進
要
領
は
次
の
よ
う
に
発
表
さ

れ
て
い
ま
す
。

お
題　
「
旅
」（「
旅
」の
文
字
が
含
ま
れ

て
い
る
こ
と
。「
旅
路
」、「
旅は
た
ご籠
」、「
旅

愁
」の
よ
う
な
熟
語
で
も
構
い
ま
せ
ん
）

詠
進
要
領　
宮
内
庁
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

郵
送
方
法　
短
歌
が
書
か
れ
た
半
紙
を

封
入
し
て
い
る
封
筒
に
「
詠
進
歌
」
と

書
き
添
え
て
、「
〒
１
０
０

―

８
１
１

１　
宮
内
庁
」へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

（
９
月
30
日（
水
）ま
で
の
消
印
有
効
）

問
宮
内
庁
式し
き
部ぶ

職し
ょ
く

儀
式
第
二
係

�

☎
０
３

―

３
２
１
３

―

１
１
１
１渡

わたなべ
邉 香

か お り
織  隊員

神
楽
を
家
族
皆
さ
ん
で
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

日
時　
４
月
26
日（
日
）

神
事
・
開
会
式　
午
前
９
時
30
分
～

神
楽　
午
前
10
時
～

場
所　
日
名
交
流
館
か
ぐ
ら
（
旧
日
名

小
学
校
跡
）

　
大
神
楽
会
場
に
は
駐
車
で
き
ま
せ
ん
。

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
の
で
、

大
神
楽
駐
車
場
（
佐
野
組
、
成
羽
た
い

こ
ま
る
プ
ラ
ザ
）を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問�
同
実
行
委
員
会
事
務
局

　
（
成
羽
公
民
館
）�

☎
42

―

２
５
２
５

令
和
８
年
度
高
梁
市
民
ス
ポ
ー
ツ
祭

太
極
拳
無
料
体
験
講
習
会

日
時　
４
月
30
日
（
木
）
午
前
10
時
～

11
時
30
分

場
所　
高
梁
総
合
文
化
会
館 
リ
ハ
ー

サ
ル
室

対
象　
ど
な
た
で
も
参
加
い
た
だ
け
ま
す

申
し
込
み　
申
込
不
要
（
当
日
現
地
に

集
合
し
て
く
だ
さ
い
）

※�

動
き
や
す
い
靴・服
装
、飲
み
物
、汗
拭

き
タ
オ
ル
な
ど
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

問�

伊い

が賀
巳み

き

こ
起
子
さ
ん

�

☎
０
９
０

―

１
１
８
０

―

２
４
４
９

柄
で
し
た
が
、「
シ
ン
山
の
神
」
の
オ
ー

ラ
が
漂
っ
て
い
ま
し
た
。
例
年
よ
り
２
割

増
し
の
沿
道
の
応
援
の
お
か
げ
で
、
練
習

不
足
で
は
あ
り
ま
し
た
が
何
と
か
完
走
で

き
ま
し
た
。「
＋
10
（
プ
ラ
ス
テ
ン
）」
を

意
識
し
て
、
今
よ
り
10
分
多
く
元
気
に
体

を
動
か
す
こ
と
を
心
が
け
た
い
と
感
じ
ま

し
た
。

　
今
年
の
「
愛
ら
ぶ
高
梁
ふ
れ
あ
い
マ
ラ

ソ
ン
」
は
様
々
な
事
情
か
ら
中
止
と
な
り

ま
し
た
。
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
た
皆
様
に

は
申
し
訳
な
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す

が
、
来
年
は
再
び
笑
顔
と
声
援
が
あ
ふ
れ

る
大
会
を
開
催
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め

た
い
と
思
い
ま
す
。

高梁市の市外局番は「0866」です 8令和８年（2026）３月9 令和８年（2026）３月




